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国保依田窪病院の理念 ●地域に密着した心あたたかな医療を実践します
●地域における基幹病院として高度医療を提供します
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成
二
四
年
七
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か
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二
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で

診
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ま
し
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と
て
も
自
然
豊
か
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土
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通
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途
中
に
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こ
と
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ま
た
地
域
の
皆
様
の
人
柄
は
温
か
く
、
素
敵

な
土
地
だ
と
二
年
間
診
療
し
な
が
ら
感
じ
て

い
ま
し
た
。

　去
る
こ
と
に
寂
し
さ
を
感
じ
て
い
ま
す

が
、
皆
様
が
健
康
で
幸
せ
な
生
活
を
送
ら
れ

る
こ
と
を
願
っ
て
や
み
ま
せ
ん
。
二
年
間
、

ど
う
も
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

●地域を担う職員を募集中　　　　　　●看護師奨学金制度
●多様な勤務時間体系にも配慮　　　　　看護師を目指す学生支援
●保育所も完備して子育て応援　　　　　（年間 60 万円 ×３年間）
●中途採用の方に対する研修も充実

☆医師・看護師・作業療法士・介護福祉士募集のお知らせ

鎌仲  貴之  医師

出身地　 東京都
趣　味　 野球・旅行
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仲
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　長
野
に
来
て
か
ら
一
〇
年
以
上
経
ち
ま
し
た
が
自
然
豊

か
な
こ
の
地
に
す
っ
か
り
魅
了
さ
れ
、
心
も
体
も
長
野
に
染

ま
り
つ
つ
あ
る
今
日
こ
の
頃
で
す
。
地
域
の
皆
さ
ま
一
人

ひ
と
り
と
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き
合
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な
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ら
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一
杯
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っ
て
い
き
た
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と
思
い
ま
す
。
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　信
州
大
学
医
学
部
を
卒
業
後
、
長
野
松
代
総
合
病
院
で

二
年
間
の
初
期
研
修
を
行
い
信
州
大
学
整
形
外
科
へ
入
局
。

信
州
大
学
医
学
部
附
属
病
院
、
安
曇
総
合
病
院
、
安
曇
野

赤
十
字
病
院
で
勤
務
し
七
月
よ
り
依
田
窪
病
院
勤
務
。

行
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整形外科診療スタッフ

　人が生き生きとした生活を送るためには、立
つ、歩く、物を持つなど自分の体を動かすことが
必要です。体を動かすために必要な部分を運動器
といい、骨、関節、靭帯、 、神経、筋肉などが
含まれます。整形外科とは、これらの運動器の病
気 ( 疾患 ) や怪我 ( 外傷 ) を診療する科です。
　整形外科の専門分野は、主に脊椎（腰部脊柱管
狭窄症、椎間板ヘルニア、頸髄症など）、下肢（変
形性関節症、半月板損傷など）、上肢（手根管症
候群、ばね指、肩 板断裂など）に分かれます。
　当科は日本整形外科学会専門医７名体制であり、脊椎脊髄外科指導医３名（三澤・堤本・
由井医師）、脊椎内視鏡下手術・技術認定医３名（三澤・堤本・由井医師）、関節外科１名（太
田医師）、手外科専門医１名（古作医師）が所属しています。これにより各専門分野の疾患
に対する検査・診断、保存加療、手術加療をそれぞれの専門医の下に継続して当院で行う
ことができます。 



3 平成26年7月　依田窪病院だより

 　4 月 25 日 (金 ) 上田警察署交
通課から柄沢巡査をお招きして
交通事故防止について、ＤＶＤの
観賞、講話をお聴きしました。 
　飲酒運転の恐ろしさや、誤っ
たルールの知識等、改めて安全
運転について認識が深まった講
習会でした。 

　5 月 30 日(金) (株)ニチイ学館
から接遇マナー専任講師の今
井亜矢子氏を迎え、接遇マナー
研修会を開催いたしました。グ
ループワークでは、それぞれ自
分の体験談を通して、求められ
る “病院職員像” を語り合いま
した。 

行事紹介 
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